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　平成 10年の秋に東北大学より多元数理科学研究科に転任して参りまして、

今春本研究科の教授に就任いたしました。高校卒業まで兵庫県の西宮で過ごし

ましたが、名古屋に参りましてまもなく７年になり、第二の故郷のような親し

みの念を強くする今日この頃です。伝統ある理学部数学教室の流れをくむ本研

究科において研究および教育に従事することは、私の大きな喜びとするところ

であり、今後はより一層の責任感をもって取り組んでいかなければと、身の引

き締まる思いでおります。専門は幾何学で、図形や空間の性質の探求が研究の

中心ですが、同時に様々な数学的現象を幾何学の視点から理解したいという欲

求があります。現在は、群とよばれる代数的対象の性質を、そこに内在する幾

何学的構造に注目し、幾何学的な手法によって解明するという研究に取り組ん

でいます。これからも、自らがよりよい研究、独創的な研究を行うとともに、

優れた後進を育成するために、一層努力、精進しなければと思っています。今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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　本年４月１日付けで理学研究科物質理学専攻（物理系）の生物物理理論の研

究室に、岡崎市の分子科学研究所から転任してきました、岡本祐幸（おかもと

ゆうこう）です。専門はタンパク質の折り畳みなど生体系の計算機シミュレー

ションです。この分野は物理、化学、生物の境界領域に分類され、いろいろな

バックグランドの人が研究しています。私自身も２０年近く前に素粒子論の分

野から参入しました。これら３分野の研究活動における名古屋大学の（論文１

報当たりの被引用回数による）全国ランキングは、以下に述べますように、大

健闘しています。まず、３分野とも 10位以内にランクされている大学は東大

と名大の２大学のみです。また、３分野の順位の和（よって、小さい程上位

になる）は、東大（11）、名大（13）、京大（19）、阪大（26）、東北大（28）

の順位付けとなります。つまり、名大は僅差で東大に次いで全国第２位で、３

位以下に大きく水を開けています。具体的には、物理学が８位（１位が高エネ

ルギー加速器研究機構、東大は４位、京大は 11 位）、化学が３位（１位が分

子科学研究所、２位が東大、４位が京大）、生物学（動物学、植物学）が２位（１

位が岡崎の基礎生物学研究所、３位が阪大、４位が京大、５位が東大）となっ

ています。これからも名古屋大学が基礎研究及び学生の指導で優位な立場を保

てるよう、私自身微力を尽くす所存です。

　ところで、大学には「自分はりっぱな大学で勉学に励んでいるのだ」という

ように、学生が誇りを持てるようなシンボル的建造物が必要です。私が４月に

着任して以来残念に思っているのは、名古屋大学にはこのようなシンボルに値

する建物がないことです。何とか今ある時計台をりっぱなものに改築して、通

学する学生が毎日眺めて、学問への闘志を燃やせるようにして頂きたいと切望

していますが、それには、同窓会の皆様のご援助もお願いしなければならない

と思っております。どうぞ宜しくお願いします。


